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神戸大学哲学懇話会について 
1. 本会は神戸大学哲学懇話会と称する。 
2. 本会は哲学の普及・発展と会員相互の交流を目的とする。 
3. 本会は上の目的を達成するため以下の事業を行う。 

・ 学術雑誌『愛知』の発行 
・ 研究会、交流会などの開催 
・ その他の必要な事業 

4. 本会の会員は、在学生・卒業生および本会の趣旨に賛同する者によって構成される。 
5. 本会の本部は神戸大学大学院人文学研究科哲学教室におく。 
6. 本会は会員の間から委託された若干名の幹事により運営される。 

 
編集委員 
加藤 憲治  茶谷 直人  中 真生  新川 拓哉  安倍 里美 

 

編集後記◇『愛知』第三十三号をお届けいたします。今号は論文枠での掲載はなく、

研究ノートのみの構成となりました。なお、『愛知』は今号から紙媒体での発行を

中止し、オンライン形式での出版のみとなります。神戸大学懇話会の財政上の問題

が主な理由ではありますが、近年では多くの学術誌がオンライン化されているため、

その波に乗ってより広く読まれる雑誌にしたいと思っております。◇ようやく社会

がコロナウイルス感染症に慣れ、これまでの生活が戻ってきました。国際的な研究

活動も再び盛り上がることが期待されます。神戸大学哲学懇話会としても、ぜひ活

動を活発化させていきたいところです。また、今号の編集については人文学研究科

の学術研究員である丸山栄治さんにお手伝いいただきました。この場を借りて感謝

を申し上げます。（新川記） 

 

 


